
　　　　

令和７ 年 3 月 12 日

９ 時 ００ 分から 17 時 ００ 分まで あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

・応用行動分析を基本に望ましい行動を促します。年齢や特性に配慮し社会に適用するよう就労準備型支援を低学年から高学年、中学年、高校に向けいろんな体験、イベントや遠足など考
える力、想像力、調べる力を伸ばし、達成感など経験していけるよう支援を行います。

・複数の手段を活用しコミュニケーションの基礎的能力の向上と読み書きの能力を伸ばす支援を行います。
絵カード・指さし・身振り・サイン等を活用しマッチングを使って言葉の発達を促します。
絵を活用しスケジュール確認をし言葉のスケジュールに変えて理解を促していく支援を行います。

・場に応じたコミュニケーションと地域の関わりや遊びを通じた社会性の発達、仲間作りと集団への参加を促し支援を行います。
就労支援事業所の見学や体験を通し就労に向けて、どんなお仕事があるのか、そのお仕事はどんなことをするのかを就労体験を経験しイメージできるよう支援を行います。
就労準備型支援を年間行事計画に調理実習やイベントやチームで作り上げる工作など作業トレーニングを取り入れて遊びの中からもルールや社会性も学べる機会を提供し楽しく過ごせるよ
う支援を行います。

支援方針

利用者の皆さんが遊びや経験、体験を通して楽しみながら自立に向かって進んでいけるよう環境調整と支援を行います。
まずは生活リズムを整えるところから始まり、その後、個別活動、集団活動の中で発達支援や社会性、コミュニケーションなどの社会での自立を目指した支援を行っていきます。

営業時間 送迎実施の有無

事業所名 スマイルセンター浜村（放課後等デイサービス） 作成日支援プログラム

主な行事等

・初詣、豆まき、ひな祭り、夏祭り、ハロウィン、クリスマス会等季節ごとに季節を実感する行事を開催しています。
・長期休みには遠足の計画・実施、施設見学、調理体験、就労体験等を行います。

（別添資料１）

家族支援

地域支援・地域連携

・地域の公共施設を利用し、地域資源を活用しています。
・学校、福祉サービス等と連携を取ったり関連会議等を行って情報共有していま
す。

職員の質の向上

・毎朝昨日の振り返りを行い、今後の支援について話し合いを行っていま
す。
・定期的に社内での勉強会、研修、社外での研修参加を行います。

支　援　内　容

・子供たちに合わせてスケジュールや場所を配慮した支援を行います。
スケジュールや個室等を使い、見通しをもった活動、例えば気持ちの切り替えをうまくできる、など子供の状態に応じて適切な生活リズムを構築するための支援をしていきます。
・健康状態の維持・改善への配慮をします。
こどもの心身の状態をきめ細やかに確認し小さなサインでも心身の異常に気づけるよう、きめ細かな観察を行います。また、自分で自分の体調をわかって表現できるよう一緒に確認してい
きます。

・運筆、書字、身体の移動能力や感覚の特性へ配慮した支援を行います。
トランポリンやジャングルジム・アスレチックや庭で外遊びを楽しく遊びながら筋力の向上を目指し感覚遊びを取り入れて支援をして行きます。

本
人
支
援

・ご本人の日常の行動を把握し、家庭や関係機関と情報を共有します。
・連絡ノートや公式ライン、電話連絡、送迎時に情報を共有します。

法人（事業所）理念
われわれは福祉の担い手として知性と情熱と思いやりの心を持ち、利用者への惜しまぬ努力、自己研鑽に精進し、友愛と相互理解の精神、積極的な地域貢献、感謝の気持ちを忘れず、皆様
に愛される笑顔を創造する法人を目指します。
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事業所名 スマイルセンター浜村（児童発達支援） 支援プログラム 作成日

法人（事業所）理念
われわれは福祉の担い手として知性と情熱と思いやりの心を持ち、利用者への惜しまぬ努力、自己研鑽に精進し、友愛と相互理解の精神、積極的な地域貢献、感謝の気持ちを忘れず、皆様
に愛される笑顔を創造する法人を目指します。

支援方針

利用者の皆さんが遊びや経験、体験を通して楽しみながら自立に向かって進んでいけるよう環境調整と支援を行います。
まずは生活リズムを整えるところから始まり、その後、個別活動、集団活動の中で発達支援や社会性、コミュニケーション力の向上を行っていきます。

営業時間 送迎実施の有無

支　援　内　容

本
人
支
援

・子供たちに合わせてスケジュールや場所を配慮した支援を行います。
スケジュールや個室等を使い、見通しをもった活動、例えば気持ちの切り替えをうまくできる、など子供の状態に応じて適切な生活リズムを構築するための支援をしていきます。
・健康状態の維持・改善への配慮をします。
こどもの心身の状態をきめ細やかに確認し小さなサインでも心身の異常に気づけるよう、きめ細かな観察を行います。また、自分で自分の体調をわかって表現できるよう一緒に確認してい
きます。

・運筆、書字、身体の移動能力や感覚の特性へ配慮した支援を行います。
トランポリンやジャングルジム・アスレチックや庭で外遊びを楽しく遊びながら筋力の向上を目指し感覚遊びを取り入れて支援をして行きます。

・おもちゃを使った物の理解、絵カードやマッチングを使った物、ことばの理解などを遊びながら進めていきます。
・応用行動分析を基本に望ましい行動を促します。

・複数の手段を活用しコミュニケーションの基礎的能力の向上と読み書きの能力を伸ばす支援を行います。
絵カード・指さし・身振り・サイン等を活用しマッチングを使って言葉の発達を促します。
絵を活用しスケジュール確認をし言葉のスケジュールに変えて理解を促していく支援を行います。

・職員との遊びから、特性や発達を見ながら徐々に集団遊びの機会を作っていき、集団遊び（レクリエーション）の中で順番やルールなどの社会性、他者との人間関係を深めていきます。
・長期休暇では、おでかけをして公共施設での体験を通して社会性の理解を進めていきます。

主な行事等

・初詣、豆まき、ひな祭り、夏祭り、ハロウィン、クリスマス会等季節ごとに季節を実感する行事を開催しています。
・長期休暇には公共施設や公園での遊びを楽しみます。

家族支援

・ご本人の日常の行動を把握し、家庭や関係機関と情報を共有します。
・連絡ノートや公式ライン、電話連絡、送迎時に情報を共有します。

地域支援・地域連携

・地域の公共施設を利用し、地域資源を活用しています。
・学校、福祉サービス等と連携を取ったり関連会議等を行って情報共有していま
す。

職員の質の向上

・毎朝昨日の振り返りを行い、今後の支援について話し合いを行っていま
す。
・定期的に社内での勉強会、研修、社外での研修参加を行います。


